






 

ヒスチジン血症は 1961 年 Ghadmi の報告以来,多数の症例が見出され今日ではマス・スク

リーニングによって早期治療が行われている。すなわち Lott,Ghadmi,Levi らによって種々

の程度の知能障害,言語発達異常が指摘され,そのため早期発見が重要視された。本邦にお

けるマス・スクリーニングでは必ずしもそうした異常例は従来報告のような頻度では異常

がみられておらず,慎重な発達・行動評価にもとづいて治療のあり方の検討が要求される。 


